
令和 7年度 メイプルタウン泉 地域連携推進会議議事録 

 

 

日時 

・令和８年２月２５日(水) 14：00～15：30 

 

場所 

・泉西集会所 

 

出席者(構成員) 

・地域関係者(1 名)、福祉に知見のある者(1名)、利用者本人、利用者家族、 

 事業所管理者、事業所サービス管理責任者 

計 6名 

 

＜内容＞ 

１． 開会の挨拶 

・管理者より挨拶。 

 

２．構成員自己紹介 

 

３． 地域連携推進会議の概要説明 

 ・厚労省資料(地域連携推進会議手引き)参照。 

 

４． 法人、メイプルタウン泉の概要、沿革 

 ○社会福祉法人のぞみの里について沿革の説明。 

 ○メイプルタウン泉の利用者の特性(自閉スペクトラム症)について説明。 

 ○メイプルタウン泉について 

・利用者 5名。 

・日中活動は就労 4名、通所 1名。各職場、通所先とはサービス管理責任者が連絡を

取り合っている。 

・利用者の一日のスケジュール、年間行事説明。 

・安全対策について、ヒヤリハット、利用者アンケートの結果等について説明。 

 ○法人全体の経営状況について説明。 

 

 



５． 質疑応答、意見交換 

  

（福祉の知見を有する者より） 

・法人看護師と連携した体制が整っており、安心感があると感じた。 

・利用者アンケートを可視化し、次に活かしている点は参考になる。 

・共同生活において、入浴の順番等はどのように調整しているのか。 

 

→事業所回答：利用者の帰宅時間がそれぞれ異なるため、入浴の順番や時間については特

にトラブルなく対応できている。食事については、自室を含め各自が希望

する場所で摂っている。 

 

（地域関係者より） 

・会議にあたり地域住民へ意見聴取を行ったところ、メイプルタウンを認知していない方

も多く見受けられた。一方で、本件を契機に地域とのつながりを深めたいとの前向きな

意見もあった。町内行事等への参加機会があれば、より関係構築が進むと考えられる。 

 

→事業所回答：これまで地域交流の機会が少なかったため、今後は地域行事への参加や施

設見学の受け入れ等を通じ、地域との関係づくりを進めていきたい。 

 

・利用者に対し、知らない人から声をかけられることで不安や混乱が生じる可能性があ

り、挨拶をしてよいか迷うとの意見があった。 

 

→事業所回答：利用者は皆就労や通所を通じて地域生活を送っているため、挨拶は習慣化

している。挨拶をされてパニックになるようなことはなく、行ってもらっ

て問題はない。 

 

（利用者より） 

・グループホームにおいて、現時点で改善してほしい点や困っていることは特にないとの

意見があった。 

 

６．施設見学 

 ○施設見学後、解散 

 

 

 

以上 


